







This thesis attempts to explain “Discovery noda” by the construal basic schema of Cognitive 
Linguistics. First the thesis master situations passively by sensation, then it confirm the source of the 
stimulation initiatively and consciously by perception. Finally it make the cognition to the source of the 
stimulation by using “Accidental noda”, thereby generate discovery meanings.
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           B：このコンビ，おもしろいんだ．
 （庵功雄10）（2003：246））
　（15）A：あの人，頭がいい．
           B：あの人，頭がいいんだ． （同）
　（16）この傘，こんなところにあったんだ．
 （庵功雄（2003：245））
　（14）Aでは，このコンビの性質は「おもしろい」
ことについて，叙述している．一方，（14）Bでは，
「このコンビがおもしろい」ことを初めて知り，「そう
とは思わなかった」という意外性を表明している．
（15）（16）も同じような理解をすればいい．
　（17）ああ，寒いんだなア．
 （山下秀雄11）（1979：150））
　山下秀雄（1979：150）が挙げた面白い例である．
日本人の青年と一人の外国人は二人づれでお花見の時
期の上野公園を歩いていた．二人が駅を見下ろすと，
雪国からの上り列車が屋根に白いものをのせて入って
くる．すると，日本人が（17）と言ったら，外国人
は日本の青年の顔をのぞき込みながら，「え，寒いで
すか，アナタ，熱がありますか」とたずねる．日本人
が外国人の思わぬ反応に閉口してしまったら，外国人
はさらにたたみかける：「かぜをひいたでしょう．帰
りましょうか．」すると，日本人は小声で「わかっ
ちゃいないなァ，もゥ」とつぶやいてから，「いいの，
大丈夫，大丈夫．お花見に行こうョ．」と終わらせる．
　別に，「ああ，この列車には雪が積もっていますね．
北国はまだ寒いんだな．」とバカ丁寧な解説しなくて
も，日本人同士で，うまく通じ合うはずである．しか
し，外国人は「寒いんだな」を「寒いな」と同等に
扱ってしまったのである．「のだ」文を使うか否かで
事態把握，つまり認知の仕方が違ってくるのである．
「のだ」文を使ってはじめて＜意外性＞を含んだ認知
の過程が現れてくる．外国人はこの二つの認知の過程
の違いに気付かなかったのである．認知言語学では
「日本語話者は＜見え＞のままに話す」とされている．
丁寧な説明が省略できるのは「視覚で捉えられた事態
は＜見え＞として言語化しやすく，捉えにくい発話者
自身の姿は言語化しにくいという，日本語話者の好む
＜事態把握＞の特徴に深く関係しています．（池上嘉
彦・守屋三千代）」からである．しかも，原因を推測
する「かぜをひいたんでしょう」というべきところを，
過去の事実を推測する「かぜをひいたでしょう」と間
違えた．これは全部，「のだ」を使用した文の認知過
程が分からなかったり，「のだ」の使用を間違えたり
したためである．
４．おわりに
　このように，認知言語学における事態把握の基本的
図式―＜感覚＞＜知覚＞＜認知＞を用いて，より効果
的に発見の「のだ」文の認知過程を解明したのである．
最初に五感が働き，＜感覚＞で受動的に事態を把握す
る．それから，＜知覚＞で主動的に，意識的に，刺激
の源を確認する．最後に，＜意外性＞を含んだ「の
だ」文で，刺激の由来を＜認知＞し，＜発見＞という
意味合いが出てくるのである．
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